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6

言
語
の
復
権
の
た
め
に

こ
の
本
は
、
ぼ
く
自
身
が
〈
原
点
〉
に
立
ち
帰
り
、
再
確
認
し
、
そ
れ
ら
を
〈
拠
点
〉
と
し
て
新
た
な
探
究
に
向
か
っ
て
ゆ
く

た
め
に
編
ま
れ
た
。

〈
言
語
〉
と
〈
言
語
学
〉
の
消
長
─
─
個
人
史
を
交
え
て

二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
終
刊
を
迎
え
た
月
刊
『
言
語
』
の
歴
史
は
、
ぼ
く
た
ち
の
世
代
に
と
っ
て
の
〈
言
語
〉
と
〈
言
語
学
〉

の
歴
史
を
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
月
刊
『
言
語
』
編
集
部
は
、
本
誌
終
刊
後
に
刊
行
し
た
三
巻
か
ら
な
る
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
各
巻
の
巻
頭
で
、
月
刊
『
言
語
』
の
歴
史
を
回
顧
し
て
い
る
。

月
刊
『
言
語
』
は
、
こ
と
ば
の
総
合
雑
誌
と
し
て
一
九
七
二
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
ち
ょ
う
ど
一
年
前
に
提
出
さ

れ
た
企
画
書
に
は
「
言
語
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
が
、
言
語
学
の
専
門
分
野
よ
り
も
む
し
ろ
他
分
野
の
方
面
か
ら
起
こ
り
、

相
互
の
意
見
交
換
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。（
中
略
）
こ
こ
に
、
言
語
学
及
び
そ
の
関
連
分
野
そ
し
て
一
般
読
書
人
を
総
合

的
に
結
び
つ
け
る
雑
誌
を
刊
行
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
」
と
あ
る
。
確
か
に
、
当
時
は
「
言
語
ブ
ー
ム
」
だ
っ
た
。
人
類

学
な
ど
の
他
分
野
の
研
究
者
た
ち
が
言
語
学
の
手
法
や
そ
の
成
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
時
機
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
熱
気
を
反
映
し
て
か
、
刊
行
当
初
は
実
に
熱
い
議
論
が
誌
上
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
本
誌
の
刊
行
に
よ
り
、

堰
を
切
っ
た
よ
う
に
熱
い
議
論
が
噴
出
し
た
感
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
壮
観
だ
。

�

（
大
修
館
書
店
月
刊
『
言
語
』
編
集
部
編
『『
言
語
』
セ
レ
ク
シ
ョ
ン�
第
１
巻
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
iii
頁
）



7　言語の復権のために

ぼ
く
が
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
月
刊
『
言
語
』
の
創
刊
に
遅
れ
る
こ
と
五
年
、
一
九
七
七
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
東
京
外
国
語

大
学
と
い
う
ま
さ
に
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
─
─
諸
言
語
（
レ
・
ラ
ン
グ
）
─
─
を
専
門
と
す
る
大
学
に
身
を
置
い
た
せ
い
か
、
高
校

時
代
に
は
耳
に
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
〈
言
語
〉
や
〈
言
語
学
〉
を
め
ぐ
る
知
が
ぼ
く
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。

も
っ
と
も
一
年
目
は
、
自
分
が
専
攻
と
し
て
選
択
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
う
個
別
言
語
（
ラ
ン
グ
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
圧
倒
的

に
大
き
か
っ
た
。
ぼ
く
の
眼
や
耳
に
〈
言
語
〉
や
〈
言
語
学
〉
を
め
ぐ
る
知
が
確
か
な
実
感
を
伴
っ
て
入
っ
て
き
た
の
は
、
二
年

生
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
思
う
。
ぼ
く
が
所
属
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
に
は
文
芸
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
篠
田
浩
一
郎
が

い
て
、
初
級
文
法
を
終
え
た
ば
か
り
の
ぼ
く
た
ち
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
、
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
、
バ
ル
ト
、
フ
ー
コ
ー
な
ど
の
難

解
な
原
文
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
読
ま
せ
た
。
篠
田
浩
一
郎
の
『
形
象
と
文
明
─
─
書
く
こ
と
の
歴
史
』（
白
水
社
）
が
刊
行
さ
れ
た

の
が
、
ち
ょ
う
ど
一
九
七
七
年
八
月
だ
っ
た
（
新
装
版
が
、
一
九
九
二
年
四
月
に
出
て
い
る
）。
こ
の
本
を
読
ん
で
、
ぼ
く
は
、〈
言

語
〉
と
い
う
問
題
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
が
創
始
し
た
現
代
言
語
学
が
構
造
主
義
を
生
み
出
し
、
文
化
人
類
学
、
精
神
分
析
学
、
文
芸

評
論
、
哲
学
、
社
会
学
な
ど
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
な
お
か
つ
言
語
学
の
発
展
の
先
に
は
記
号
学
（
記
号
論
）
と
い
う
新
し

い
人
間
科
学
が
展
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
眼
を
見
開
か
さ
れ
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て
、
思
想
と
学
問
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
き

っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
書
物
は
、
間
違
い
な
く
こ
の
篠
田
の
『
形
象
と
文
明
』
で
あ
っ
た
。

外
語
大
の
各
○
○
語
学
科
の
外
部
に
は
、
一
般
言
語
学
の
千
野
栄
一
、
言
語
人
類
学
の
西
江
雅
之
と
い
う
二
人
の
カ
リ
ス
マ
が

い
て
、
全
学
の
言
語
学
徒
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
こ
の
流
れ
と
は
異
質
で
あ
る
が
、
詩
人
の
安
藤
次
男
が
文
学
を
教
え
て

お
り
、
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ぼ
く
は
、
彼
ら
の
影
響
下
に
入
る
こ
と
を
せ
ず
、
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
語
を
通
じ
て
文
学
、

言
語
学
、
記
号
論
を
学
ぶ
と
い
う
方
向
を
選
び
と
っ
て
い
っ
た
。

月
刊
『
言
語
』
で
い
う
な
ら
ば
、「
ソ
シ
ュ
ー
ル
─
─
現
代
言
語
学
の
原
点
」
の
特
集
号
が
出
た
の
は
一
九
七
八
年
三
月
、
ぼ

く
が
一
年
生
の
終
わ
り
頃
だ
か
ら
、
実
に
タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
。
執
筆
陣
に
は
、
丸
山
圭
三
郎
、
風
間
喜
代
三
、
千
野
栄
一
、
そ
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し
て
小
林
英
夫
な
ど
、
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
並
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
、
月
刊
『
言
語
』
が
最
初
期
に
特
集
し
た
人
物
は
、
意
外

な
こ
と
に
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
言
語
と
哲
学
」
が
一
九
七
二
年
一
一
月
と
も
っ
と
も
早
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
言
語
学
者
で
は
な
く
、
言
語
哲
学
者
で
あ
る
。
次
い
で
、「
Ｒ
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
─
─
現
代
言
語
学
の

巨
匠
」
が
一
九
七
六
年
二
月
で
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
二
年
先
行
し
て
い
る
。
続
い
て
、「
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
全
体
像
」
一
九
七
七
年

二
月
、「
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
理
論
の
展
開
」
同
年
三
月
と
、
二
号
続
け
て
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
特
集
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
ソ
シ
ュ

ー
ル
特
集
の
一
年
後
に
、「
サ
ピ
ア
の
言
語
論
」
一
九
七
九
年
二
月
が
来
る
。
ち
な
み
に
、『
現
代
思
想
』（
青
土
社
）
が
「
ソ
シ

ュ
ー
ル
」
を
特
集
す
る
の
は
、
月
刊
『
言
語
』
に
遅
れ
る
こ
と
二
年
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
翻

訳
論
文
な
ど
と
と
も
に
、
柄
谷
行
人
と
丸
山
圭
三
郎
の
対
談
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
日
本
の
言
語
学
界
で
は
、
ソ
シ
ュ
ー

ル
は
「
現
代
言
語
学
の
原
点
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
現
代
言
語
学
に
と
っ
て
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
で
は
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン

や
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
な
ど
に
劣
る
、
と
い
う
の
が
共
通
理
解
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
校
時
代
ま
で
は
文
学
青
年
で
あ
っ
た
ぼ
く
の
学
生
時
代
は
、〈
言
語
〉、〈
言
語
学
〉、〈
ソ
シ
ュ
ー
ル
〉、

〈
構
造
主
義
〉、〈
記
号
論
〉
な
ど
に
彩
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
か
ら
の
一
年
間
の
パ
リ
留
学
─
─
そ
の
間
に
も
っ
と
も
熱
心
に
聴
講
し
た
の
は
、
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の

「
記
号
学
入
門
」
講
義
だ
っ
た
─
─
を
終
え
て
か
ら
、
ぼ
く
が
篠
田
浩
一
郎
に
提
出
し
た
卒
論
は
、
一
部
の
読
者
は
驚
く
か
も
し

れ
な
い
が
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
サ
ル
ト
ル
の
長
篇
小
説
『
嘔
吐
』
を
分
析
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
テ

ヴ
ァ
の
記
号
分
析
（
セ
マ
ナ
リ
ー
ズ
）
の
理
論
と
方
法
に
よ
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
の
『
嘔
吐
』
を
読
解
し
た
の
で
あ
る
。『
エ
ク
リ
チ

ュ
ー
ル
の
誕
生
─
─
サ
ル
ト
ル
『
嘔
吐
』
の
記
号
分
析
的
読
解
』
─
─
フ
ラ
ン
ス
語
タ
イ
プ
原
稿
で
、
Ａ
４
判
三
三
〇
ペ
ー
ジ
ほ

ど
書
い
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
く
れ
た
篠
田
浩
一
郎
は
、「
こ
れ
は
、
本
に
な
り
ま
す
ね
」
と
一
言
言
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス

語
が
読
め
る
編
集
者
に
は
出
会
え
ず
、
日
の
目
を
見
て
い
な
い
。
日
本
語
で
書
い
て
い
た
ら
、
ぼ
く
は
、
そ
の
後
サ
ル
ト
ル
の
専

門
家
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
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月
刊
『
言
語
』
の
歴
史
に
戻
ろ
う
。

や
が
て
新
言
語
学
が
言
語
学
界
に
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
て
く
る
。
こ
の
辺
り
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
理
論
的
な
側
面
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
。
実
際
、
新
言
語
学
に
も
い
く
つ
も
の
流
派
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
理
論
が

よ
り
多
く
の
、
そ
し
て
エ
レ
ガ
ン
ト
な
分
析
が
で
き
る
か
で
鎬
を
削
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
日
本
認
知
学
会
が
発
足
す
る
。

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
認
知
科
学
の
波
が
そ
れ
に
覆
い
被
さ
っ
て
く
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
言
語
は
も
は
や
言
語
学

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
脳
科
学
な
ど
、
多
く
の
研
究
分
野
に
と
っ
て
も
大
切
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

い
ま
、
言
語
と
い
う
リ
ン
グ
の
上
で
様
々
な
分
野
の
研
究
者
が
集
い
、
ま
さ
に
「
異
種
格
闘
技
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る

時
機
に
、
月
刊
『
言
語
』
は
休
刊
と
な
っ
た
。

�

（
同
、
iii-

iv
頁
）

ぼ
く
の
よ
う
に
、
思
想
と
文
学
の
側
か
ら
言
語
学
を
見
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
、
言
語
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
文
・
社

会
科
学
を
牽
引
し
て
ゆ
く
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
科
学
」
と
し
て
の
使
命
を
放
棄
し
て
、
言
語
学
の
内
部
に
閉
じ
こ
も
り
始
め
た
時
期
に

相
当
す
る
。
そ
の
頃
か
ら
、
ぼ
く
は
、
言
語
学
の
最
新
動
向
に
対
す
る
関
心
を
失
い
始
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

ぼ
く
が
一
九
九
九
年
の
〈
精
神
的
危
機
〉
以
降
、
言
語
学
か
ら
も
記
号
論
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
た
時
期
に
進
行
し
て
い
た
、
認

知
科
学
な
ど
に
介
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
近
年
の
言
語
学
は
、
そ
も
そ
も
、
い
か
な
る
人
文
・
社
会
科
学
よ
り
も
早
く
自
身
の

認
識
対
象
─
─
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
用
語
で
い
え
ば
、
ラ
ン
グ
─
─
を
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
隣
接
科
学
に
と
っ
て
モ
デ
ル

と
し
て
機
能
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
、
他
分
野
か
ら
浸
蝕
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
言
語
（
ラ
ン
グ
）
と
い
う

大
切
な
対
象
を
奪
わ
れ
、
存
立
基
盤
の
危
機
の
局
面
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
認
知
科
学
の
「
植
民

地
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
認
知
言
語
学
だ
け
で
な
く
、
言
語
起
源
論
や
言
語
進
化
論
の
近
年
の
盛
り
上
が
り
を
見
る
と
、
そ
れ
を
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牽
引
し
て
い
る
の
は
も
は
や
言
語
学
者
（
だ
け
）
で
は
な
い
の
で
あ
る
。〈
言
語
〉
は
、
言
語
学
だ
け
の
特
権
的
な
認
識
対
象
で

は
な
く
な
っ
た
の
だ
。「
こ
と
ば
の
総
合
雑
誌
」
を
標
榜
し
つ
つ
も
、
実
質
的
に
は
言
語
学
を
軸
に
し
て
き
た
月
刊
『
言
語
』
が

終
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

た
だ
し
、
月
刊
『
言
語
』
編
集
部
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
一
九
八
〇
年
に
は
日
本
記
号
学
会
が
創
設
さ
れ
、
創
設
当
初
は
数

多
く
の
分
野
の
研
究
者
や
学
徒
の
関
心
を
集
め
て
活
発
な
議
論
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
『
現
代
思
想
』
誌
上
を
飾

っ
た
り
し
て
い
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
の
時
期
に
月
刊
『
言
語
』
と
『
現
代
思
想
』
の
読
者
層
が
分
離
し
て
い
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

東
京
の
大
型
書
店
に
は
「
言
語
学
」
の
棚
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ぼ
く
も
思
い
つ
い
た
と
き
に
網
羅
的
に
眺
め
る
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
自
分
の
専
門
に
閉
じ
こ
も
っ
て
研
究
に
い
そ
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
と
い
う
印
象
し
か
受
け
な
い
。
言
語

学
を
拠
点
に
し
て
広
く
思
想
や
人
文
・
社
会
諸
科
学
に
打
っ
て
出
よ
う
と
い
う
気
概
を
感
じ
さ
せ
る
言
語
学
者
は
、
田
中
克
彦
く

ら
い
し
か
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
田
中
も
、
も
う
八
五
歳
で
あ
る
。
田
中
克
彦
に
続
く
、
野
心
に
あ
ふ
れ
た
言
語
学
者
は
い
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
ぼ
く
は
ご
く
最
近
、
ぼ
く
よ
り
七
歳
年
下
の
小
山
亘
と
い
う
人
が
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
（
ぼ
く
は
、〈
精

神
的
危
機
〉
以
降
の
こ
の
二
〇
年
近
く
と
い
う
も
の
、
言
語
学
・
記
号
論
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
）。
彼
の
著
書
を
手
に
と
る
と
、

野
心
や
野
望
が
メ
ラ
メ
ラ
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
ぼ
く
は
、
率
直
に
い
っ
て
ま
だ
小
山
の
言
説
を
咀
嚼
で
き
て
い
な
い
の
だ
が
、
あ

え
て
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
な
ら
ば
、
小
山
亘
は
、
主
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
言
語
学
者
、
ヤ
コ
ブ
・
Ｌ
・
メ
イ
─
─
デ
ン
マ
ー

ク
語
の
正
し
い
発
音
は
、「
メ
イ
」
で
は
な
く
「
マ
イ
」
だ
が
─
─
と
ア
メ
リ
カ
の
言
語
人
類
学
者
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス

テ
ィ
ン
に
依
拠
し
つ
つ
、
ボ
ー
ア
ズ
以
降
の
言
語
人
類
学
の
伝
統
と
、
パ
ー
ス
か
ら
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
に
継
承
さ
れ
た
記
号
論
の
系

譜
と
を
融
合
さ
せ
た
「
社
会
記
号
論
系
言
語
人
類
学
」
を
構
想
し
て
、
言
語
、
社
会
、
文
化
、
歴
史
を
解
明
す
る
体
系
的
・
包

括
的
・
全
体
的
科
学
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
（
小
山
亘
『
記
号
の
系
譜
─
─
社
会
記
号
論
系
言
語
人
類
学
の
射
程
』
三
元
社
、
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二
〇
〇
八
年
一
月
）。
小
山
は
、
パ
ー
ス
系
の
記
号
論
（
セ
ミ
オ
テ
ィ
ク
ス
）
の
系
譜
に
立
つ
た
め
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
系
の
記
号
学

（
セ
ミ
オ
ロ
ジ
ー
）
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
自
身
が
言
語
学
で
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
系
譜
に
連
な
り
、

記
号
論
で
は
パ
ー
ス
の
系
譜
に
連
な
る
と
明
言
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
（
ロ
マ
ー
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
『
詩
学
か
ら
言
語
学

へ
─
─
妻
ポ
モ
ル
ス
カ
と
の
対
話
』、
原
著
：1980

年
、
伊
藤
晃
訳
、
国
文
社
、
一
九
八
三
年
四
月
）、
ぼ
く
た
ち
と
小
山
と
の
対
話
は

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
あ
っ
て
、
小
山
亘
の
よ
う
な
人
は
稀
少

な
る
例
外
者
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
書
い
た
も
の
を
眺
め
て
い
た
ら
、
何
と
い
ま
か
ら
二
九
年
も
前
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
の

を
発
見
し
て
、
愕
然
と
し
た
。
ぼ
く
は
、
ジ
ャ
ン=

ジ
ョ
ゼ
フ
・
グ
ー
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
の
業
績
を
解
説
す
る
項
目
の

最
後
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧
的
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
象
徴
秩
序
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
を
〈
一
般
等
価
物
〉

の
創
出
と
い
う
同
形
的
な
ロ
ジ
ッ
ク
を
も
ち
い
て
形
式
化
す
る
と
い
う
グ
ー
の
問
題
設
定
が
、
一
九
六
八
─
六
九
年
と
い
う

早
い
時
期
（
彼
が
二
五
、
六
歳
の
と
き
！
）
に
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
特
筆
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
言
語
研
究
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
理
論
化
に
た
い
す
る
勇
気
を
喪
失
し
て
あ
る
種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
お
ち
い
り
、
個
別
的
現

象
の
分
析
だ
け
で
事
足
れ
り
と
す
る
傾
向
の
つ
よ
い
今
日
に
あ
っ
て
、
言
語
を
貨
幣
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
と
ら
え
な

お
す
こ
と
に
よ
り
、
言
語
に
か
ん
す
る
考
察
を
よ
り
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
現
代
の
諸
科
学
が
共
有
す
る
思
想
的

課
題
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
グ
ー
の
冒
険
的
な
試
み
は
、
き
わ
め
て
貴
重
な
意
味
を
も
つ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�（
立
川
健
二
／
山
田
広
昭
『
現
代
言
語
論
─
─
ソ
シ
ュ
ー
ル　

フ
ロ
イ
ト　

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
新
曜
社
、

一
九
九
〇
年
六
月
、
七
三
頁
）
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「
言
語
ブ
ー
ム
」
の
余
韻
が
い
ま
だ
残
っ
て
い
た
一
九
九
〇
年
で
さ
え
、
こ
う
し
た
傾
向
が
目
立
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

し
て
や
、
二
〇
一
九
年
の
今
日
、
田
中
克
彦
や
小
山
亘
の
よ
う
な
存
在
は
例
外
と
し
て
、
言
語
研
究
者
た
ち
が
、
よ
り
一
層
、
大

挙
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
理
論
化
に
た
い
す
る
勇
気
を
喪
失
し
て
あ
る
種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
お
ち
い
り
、
個
別
的
現
象
の
分
析
だ

け
で
事
足
れ
り
と
す
る
傾
向
」
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
を
誰
が
否
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
い
ま
こ
そ
必
要
と
さ
れ

る
の
は
、
グ
ー
の
よ
う
に
、「
言
語
に
か
ん
す
る
考
察
を
よ
り
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
現
代
の
諸
科
学
が
共
有
す
る
思

想
的
課
題
に
結
び
つ
け
る
（
中
略
）
冒
険
的
な
試
み
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
学
際
的

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
で
見
て
ゆ
く
ソ
シ
ュ
ー
ル
や
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
言
語

学
に
徹
し
て
、
己
れ
の
理
論
的
原
理
を
確
立
す
る
こ
と
を
通
じ
て
異
分
野
の
人
び
と
を
振
り
向
か
せ
る
と
い
う
道
も
存
在
す
る
は

ず
な
の
で
あ
る
。

丸
山
圭
三
郎
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
と
の
出
会
い

さ
て
、
言
語
学
が
内
向
化
し
て
い
た
時
期
の
ぼ
く
は
、
時
代
に
逆
行
す
る
よ
う
に
、
言
語
学
の
〈
原
点
〉
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

を
決
意
し
て
い
た
。
時
代
に
逆
行
す
る
よ
う
に
、
と
は
書
い
た
が
、
丸
山
圭
三
郎
の
長
年
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
成
果
が
『
ソ
シ

ュ
ー
ル
の
思
想
』（
岩
波
書
店
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
一
九
八
一
年
七
月
で
あ
り
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
が
言
語
学

と
い
う
一
科
学
を
超
え
て
一
人
の
思
想
家
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
地
平
を
拓
い
た
の
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、
言
語
学
界
の
趨
勢
に
は
逆

行
し
て
い
た
も
の
の
、
現
代
思
想
界
の
波
に
は
乗
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

東
京
大
学
の
仏
文
の
大
学
院
に
入
っ
た
ぼ
く
は
、
当
初
は
サ
ル
ト
ル
研
究
を
続
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
文
学
部
に
非

常
勤
講
師
と
し
て
や
っ
て
来
て
い
た
丸
山
圭
三
郎
の
講
義
に
三
年
間
出
席
し
、
丸
山
を
師
と
仰
ぎ
、
ま
た
弟
子
と
し
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
や
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
に
代
表
さ
れ
る
記
号
論
を
本
当
に
理
解
す
る
に
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
れ
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
一
筋
で
コ
ツ
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コ
ツ
と
や
っ
て
き
た
丸
山
と
は
、
い
さ
さ
か
異
な
る
動
機
で
始
め
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
で
あ
っ
た
。

そ
う
、
ぼ
く
が
初
め
て
活
字
に
し
た
の
は
、「
カ
オ
ス
と
（
し
て
の
）
言
語
─
─
丸
山
圭
三
郎
へ
の
手
紙
」
と
い
う
丸
山
圭
三

郎
批
判
の
論
考
で
、
日
本
記
号
学
会
の
『
記
号
学
研
究
』（
編
集
長
は
丸
山
！
）
に
発
表
し
た
も
の
だ
っ
た
（
立
川
健
二
『
誘
惑
論

─
─
言
語
と
（
し
て
の
）
主
体
』、
新
曜
社
、
一
九
九
一
年
九
月
所
収
）。
だ
か
ら
、
ぼ
く
に
と
っ
て
の
第
一
の
〈
原
点
〉
が
丸
山

圭
三
郎
で
あ
る
こ
と
は
、
否
定
し
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
『
一
般
言
語
学
講
義
』
の
原
資
料
（
エ
ン
グ
ラ
ー
版
）
を
自
分
で
読
み
解
い
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
ぼ
く
は
、
丸

山
圭
三
郎
に
よ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
読
解
に
対
し
て
異
和
感
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
修
士
論
文
を
も
と
に
世
に
問
う
た

処
女
作
『《
力
》
の
思
想
家
ソ
シ
ュ
ー
ル
』（
書
肆
風
の
薔
薇
〔
＝
水
声
社
〕、
一
九
八
六
年
一
二
月
）
は
、
丸
山=

ソ
シ
ュ
ー
ル
批
判

を
通
じ
て
の
新
し
い
ソ
シ
ュ
ー
ル
像
の
提
出
と
い
う
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
と

の
格
闘
の
成
果
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
丸
山
圭
三
郎
と
の
格
闘
の
成
果
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
丸
山
圭
三
郎
─
─
著
書

も
、
人
間
も
─
─
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
ぼ
く
が
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
を
志
す
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
だ
か
ら
、
本
書

で
は
丸
山
圭
三
郎
を
第
一
の
〈
原
点
〉
と
し
て
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
第
二
の
〈
原
点
〉
と
し
て
措
定
す
る
の
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
構
造
主
義
の
衝
撃

さ
て
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
を
さ
ら
に
前
に
進
め
る
た
め
に
二
回
目
の
パ
リ
留
学
に
赴
い
た
ぼ
く
は
、
ク
ロ
デ
ィ
ー
ヌ
・
ノ
ル
マ

ン
が
率
い
る
パ
リ
第
Ⅹ
大
学
言
語
学
史
研
究
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、
初
め
て
自
分
の
探
究
を
何
の
気
兼
ね
も
な
く
展
開
で
き
る
環

境
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
の
大
学
で
は
、「
お
ま
え
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
文
学
な
の
か
、
語
学
な
の
か
？
」
と
い

う
二
律
背
反
を
つ
ね
に
突
き
つ
け
ら
れ
、「
語
学
」
と
い
う
居
心
地
の
悪
い
領
域
に
身
を
置
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
言
語
学
史
、
よ
り
広
義
に
は
言
語
思
想
史
は
、
対
象
は
言
語
学
や
言
語
思
想
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
方
法
は
テ
ク
ス

ト
の
読
解
で
あ
る
か
ら
、
文
学
研
究
や
思
想
研
究
に
は
る
か
に
近
い
の
で
あ
る
。
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一
九
八
〇
年
代
後
半
、
言
語
学
や
記
号
論
の
分
野
で
は
、
構
造
言
語
学
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
学
派
に
括
ら
れ
る
イ
ェ
ル
ム
ス
レ

ウ
と
ブ
レ
ン
ダ
ル
の
再
評
価
が
起
こ
り
、
ぼ
く
に
衝
撃
を
与
え
た
。
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
、
ブ
レ
ン
ダ
ル
・
ル
ネ
サ

ン
ス
が
起
こ
っ
た
の
は
、
本
国
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
だ
っ
た
。
こ
の
動
向
の
な
か
で
（
英
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
ゲ
ル
マ
ン
系
諸
国
で
は
な
く
）
ラ
テ
ン
系
の
言
語
（
ロ
マ
ン
ス
諸
語
）

を
使
う
国
々
が
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ブ
レ
ン
ダ
ル
も
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
も
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
執
筆
言
語
と
し
て
用
い
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

た
ま
た
ま
、
ノ
ル
マ
ン
と
と
も
に
ぼ
く
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た
故
・
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
リ
ヴ
ェ
が
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
を
高
く
評
価

す
る
グ
レ
マ
ス
派
記
号
論
（
パ
リ
学
派
）
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ス
テ
ィ
エ
と
ク
ロ
ー
ド
・
ジ
ル
バ
ー
ベ
ー
ル

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ヴ
ィ
ア
ン
を
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。

一
九
八
八
年
に
は
、
初
め
て
デ
ン
マ
ー
ク
に
旅
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
代
表
す
る
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
研
究
家
で
あ
る
ミ
カ
エ

ル
・
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
と
情
報
交
換
し
、
当
時
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
未
亡
人
で
あ
る
ヴ
ィ
ベ
ケ
・
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
夫
人
が
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
郊
外
の
自
宅
で
管
理
す
る
「
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
文
書
」
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
（
一

九
九
二
年
の
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
夫
人
の
逝
去
後
は
、「
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
文
書
」
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
王
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）。

ぼ
く
の
研
究
人
生
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
光
栄
で
、
印
象
に
深
く
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
ほ
か
に
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
ぼ
く
に
と
っ
て
の
第
三
の
、
そ
し
て
最
大
の
〈
原
点
〉
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
構
造
主
義
、
な
か
で
も
イ
ェ
ル
ム
ス

レ
ウ
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い
。
ク
ロ
デ
ィ
ー
ヌ
・
ノ
ル
マ
ン
に
は
、「
あ
な
た
は
ソ
シ
ュ
ー
リ
ア
ン
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
や
っ
て

来
た
の
に
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ヴ
ィ
ア
ン
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
去
る
の
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
う
、
ぼ
く
は
、
以
前
、
サ
ル
ト
ル
研

究
か
ら
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
へ
と
「
転
向
」
し
た
よ
う
に
、
今
度
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
か
ら
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
研
究
へ
と
「
転
向
」

し
た
の
で
あ
る
。
ブ
レ
ン
ダ
ル
に
つ
い
て
は
本
書
で
は
ほ
と
ん
ど
扱
え
な
か
っ
た
が
、『
現
代
言
語
論
』
と
『
誘
惑
論
』
で
取
り

上
げ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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愚
者
の
楽
園
で
出
会
っ
た
ザ
メ
ン
ホ
フ

ぼ
く
が
専
任
教
員
と
し
て
勤
務
し
た
三
番
目
の
大
学
─
─
正
確
に
は
、
学
部
─
─
は
、
企
業
出
身
者
の
会
社
人
間
（
＝
佐
高
信

の
い
う
「
社
畜
」）
が
教
員
の
過
半
数
を
占
め
、
学
部
長
が
「
社
長
」
と
し
て
権
力
を
ふ
る
い
、
研
究
者
系
の
教
員
も
「
社
畜
」
と

し
て
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
「
ア
ン
チ
大
学
」、「
大
学
の
陰
画
（
ネ
ガ
）」
で
あ
り
、
学
者
た
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
ぼ
く
た
ち
少
数

の
教
員
は
加
重
の
雑
用
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
迫
害
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
末
の
こ
と
で
あ
る
。
ぼ
く
も
、
の
ち
に
皇
太
子
妃

雅
子
さ
ま
（
当
時
）
が
二
〇
〇
四
年
に
患
っ
た
「
適
応
障
害
」
と
同
じ
病
い
に
倒
れ
、
精
神
の
危
機
と
生
命
の
危
険
も
相
俟
っ
て
、

「
亡
命
」
─
─
若
い
世
代
に
わ
か
り
や
す
く
言
う
な
ら
ば
、「
脱
北
」
─
─
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
他
人
は
ぼ
く
を
愚
か
だ
と
嘲
笑

っ
た
り
、
我
慢
が
足
り
な
い
と
罵
っ
た
が
、
そ
れ
が
普
通
の

0

0

0

大
学
で
あ
れ
ば
─
─
真
の

0

0

大
学
と
は
言
わ
な
い
─
─
、
好
き
好
ん
で

辞
め
た
り
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
研
究
・
執
筆
だ
け
で
な
く
、
教
育
に
も
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
む
と
い
う
意
味
で
、
ぼ
く

以
上
に
大
学
教
員
に
向
い
て
い
る
人
間
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。「
愚
者
の
楽
園
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い

環
境
─
─
教
員
だ
け
が
愚
者
で
あ
っ
て
、
事
務
員
も
、
学
生
も
愚
者
で
は
な
か
っ
た
─
─
に
あ
れ
以
上
身
を
置
い
て
い
た
な
ら
ば
、

ぼ
く
は
間
違
い
な
く
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

心
底
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
が
、
社
会
言
語
学
の
講
義
を
初
め
て
担
当
で
き
た
こ
と
は
、
ぼ
く
の
視
野
を
拡
げ
て
く
れ
た
。
社
会

言
語
学
と
は
、
言
語
が
社
会
の
関
数
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
社
会
の
な
か
の
階
級
関
係
や
権
力
関
係
な
ど
が
言
語
の
な
か
に
反
映

さ
れ
、
複
数
の
言
語
変
種
間
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え
方
を
す
る
領
域
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
〈
社
会
〉
と
は
、

新
聞
が
紙
面
を
政
治
、
経
済
、
国
際
、
社
会
、
文
化
と
分
け
る
際
の
狭
義
の
「
社
会
」
で
は
な
い
。
社
会
だ
け
で
な
く
、
政
治
も
、

経
済
も
、
国
際
も
、
文
化
も
、〈
社
会
〉
の
な
か
に
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
は
、
自
分
の
あ
ま
り
の
無
知
に
気

づ
か
ざ
る
を
え
ず
、
い
ま
ま
で
勉
強
し
た
こ
と
の
な
い
あ
ら
ゆ
る
分
野
─
─
政
治
思
想
史
、
社
会
記
号
論
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
比
較
文
明
論
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
等
々
─
─
を
手
当
た
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り
次
第
に
勉
強
し
は
じ
め
た
。
時
間
が
ど
ん
な
に
あ
っ
て
も
足
り
な
い
な
か
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
学
部
の
執
拗
な
迫
害
は
心
身
を
摩
耗

さ
せ
た
（
当
時
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
い
う
言
葉
も
な
け
れ
ば
、「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
言
葉
も
存
在
し
な
か
っ
た
）。

社
会
言
語
学
者
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
評
価
し
な
い
の
だ
が
、
ぼ
く
は
、
社
会
言
語
学
者
と
は
言
わ
な
い
が
、
社
会
言
語
学
的
思
想

家
と
し
て
も
っ
と
も
偉
大
で
あ
る
の
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
創
り
出
し
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
だ
と
い
う
確
信
に
た
ど
り
着
い
た
。
国
際

共
通
語
と
し
て
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
使
命
は
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
民
族
主
義
）
を
超
え
る

理
想
主
義
的
思
想
は
、
今
日
も
っ
と
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
か
ら
か
ら
ザ
メ
ン
ホ

フ
へ
─
─
ぼ
く
の
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
は
あ
ま
り
評
判
が
よ
く
な
い
し
、
ぼ
く
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
研
究

は
あ
く
ま
で
も
初
歩
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ぼ
く
と
し
て
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
自
身
の
手
に
よ
っ
て
ザ
メ
ン
ホ
フ
研
究

が
進
め
ら
れ
、
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
と
内
容

Ⅰ
に
収
録
し
た
「
世
界
は
言
葉
の
な
か
に
─
─
言
語
と
そ
の
主
体
」
は
、
一
九
九
五
年
に
ぼ
く
が
栗
本
慎
一
郎
自
由
大
学
で
行

な
っ
た
講
義
を
も
と
に
し
て
お
り
、
本
書
の
「
総
論
」
に
相
当
す
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
の
展
開
を

高
速
度
で
先
取
り
し
て
い
る
。「
言
語
」
と
は
何
か
、「
言
語
学
」
と
「
言
語
哲
学
」
の
違
い
は
何
か
と
い
う
基
礎
の
基
礎
か
ら
説

き
起
こ
し
て
、「
言
語
と
そ
の
主
体
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
か
ら
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
へ
と
一
気
に
駈
け
上

が
っ
て
ゆ
く
。
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
格
理
論
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
大
学
院
を
超
え
た
高
度
な
内
容
で

あ
る
。
こ
の
講
義
は
、
読
者
に
い
わ
ば
ジ
ェ
ッ
ト
・
コ
ー
ス
タ
ー
的
な
体
験
を
強
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
Ⅱ　

丸
山
圭
三
郎
か
ら
ソ
シ
ュ
ー
ル
へ
」
に
収
録
し
た
最
初
の
三
篇
は
、
か
つ
て
『
愛
の
言
語
学
』（
夏
目
書
房
、
一
九
九
五
年

七
月
）
に
収
録
し
た
も
の
を
再
録
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、『
愛
の
言
語
学
』
の
版
元
が
倒
産
し
、
入
手
困
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
ぼ
く
に
と
っ
て
第
一
の
〈
原
点
〉
が
丸
山
圭
三
郎
で
あ
っ
た
こ
と
、
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し
か
し
な
が
ら
、
第
二
の
〈
原
点
〉
で
あ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
読
解
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ぼ
く
が
丸
山
圭
三
郎
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

竹
田
青
嗣
、
前
田
英
樹
と
の
鼎
談
は
、
本
書
に
収
録
す
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
の
躊
躇
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
読
み
返
し
て
み
る
と
、

書
き
言
葉
で
は
言
わ
な
い
よ
う
な
こ
と
を
対
話
者
を
前
に
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
っ
て
、
語
ら
れ
た
論
考
が
書
か
れ
た
論

考
を
補
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
収
録
に
対
す
る
躊
躇
は
消
え
去
っ
た
。

「
Ⅲ　

ソ
シ
ュ
ー
ル
か
ら
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
へ
」
は
、
文
字
ど
お
り
「
Ⅱ　

丸
山
圭
三
郎
か
ら
ソ
シ
ュ
ー
ル
へ
」
と
「
Ⅳ　

イ
ェ

ル
ム
ス
レ
ウ
、
極
北
の
言
語
学
」
の
移
行
段
階
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
は
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
言
語
理
論
の
な
か
で
も
、
と
り

あ
え
ず
「
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
唯
一
か
つ
真
の
後
継
者
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
、
す
な
わ
ち
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
直
観
を
整
合
的
な
理
論
に

体
系
化
し
、
形
式
化
し
た
言
語
学
者
と
し
て
の
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
。

参
考
に
、
言
語
学
に
お
け
る
構
造
主
義
に
お
い
て
は
、
内
在
主
義
者
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
と
対
立
す
る
面
も
あ
る
機
能
主
義
者
、

ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
に
か
ん
す
る
短
い
論
考
も
収
録
し
た
が
、
そ
れ
は
、
巨
人
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ッ
ク
な
側
面
を
切

り
取
っ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
今
後
も
っ
と
学
ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
Ⅳ　

イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
、
極
北
の
言
語
学
」
に
収
録
し
た
七
篇
の
論
考
は
、
本
書
の
な
か
で
も
著
者
が
も
っ
と
も
自
信
を
も
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
巻
末
の
「
初
出
一
覧
」
を
ご
覧
に
な
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
最
初
の
六
篇
は
、
月
刊
『
言
語
』
に
『「
イ

ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
」
再
入
門
』
と
い
う
総
題
の
も
と
に
連
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
後
の
論
考
は
、
同
じ
月
刊
『
言
語
』
の
「
デ
カ

ル
ト
派
言
語
学
を
超
え
て
─
─
21
世
紀
の
言
語
研
究
の
ゆ
く
え
」
特
集
号
に
単
発
で
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
自
負
が
単
な
る
主
観
的
な
思
い
込
み
で
な
い
こ
と
は
、
世
界
で
も
最
大
規
模
の
言
語
学
辞
典
で
あ
る
『
言
語
学
大
辞

典
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
学
派
」
の
項
目
を
紐
解
く

と
、
参
考
文
献
と
し
て
「
新
し
い
視
点
を
示
す
も
の
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
た
だ
し
書
き
を
つ
け
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
が
、
立
川
健
二
／
山
田
広
昭
『
現
代
言
語
論
』
と
こ
こ
に
収
録
し
た
『「
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
」
再
入
門
』
の
二
点
で
あ
り
、
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こ
の
二
点
だ
け
な
の
で
あ
る
（
亀
井
孝
／
河
野
六
郎
／
千
野
栄
一
編
著
『
言
語
学
大
辞
典�

第
６
巻
【
術
語
編
】』
三
省
堂
、
一
九
九
六
年

一
月
、
五
八
〇
頁
）。
執
筆
者
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
長
い
あ
い
だ
日
本
で
唯
一
の
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
言
語
理
論
（
グ
ロ
セ

マ
テ
ィ
ッ
ク
）
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
林
栄
一
で
あ
る
と
断
定
し
て
も
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
『
現
代
言
語
論
─
─
ソ
シ
ュ
ー
ル　

フ
ロ
イ
ト　

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
新
曜
社
、

一
九
九
〇
年
六
月
）
は
、
本
書
で
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
共
時
態
／
通
時
態
の
概
念
を
は
じ
め
、
イ
ェ

ル
ム
ス
レ
ウ
の
論
敵
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ゴ
・
ブ
レ
ン
ダ
ル
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
融
即
的
対
立
関
係
論
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
影
響

を
受
け
た
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
丸
山
圭
三
郎
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
以
前
の
〈
原
点
〉
と
も
い
う
べ
き
ジ
ュ
リ
ア
・
ク

リ
ス
テ
ヴ
ァ
な
ど
に
つ
い
て
も
ぼ
く
自
身
の
読
解
を
提
示
し
て
い
る
の
で
、
本
書
の
姉
妹
書
と
し
て
併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
す
る
。
な
お
、『
現
代
言
語
論
』
は
増
刷
の
た
び
に
小
規
模
な
修
正
を
加
え
て
き
た
の
で
、
刷
り
数
の
多
い
も
の
を
手
許
に

置
い
て
い
た
だ
き
た
い
（
ぼ
く
が
把
握
し
て
い
る
最
新
版
は
、
第
一
五
刷
、
二
〇
〇
四
年
二
月
で
あ
る
）。

イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
に
か
ん
し
て
、
ぼ
く
は
、
も
っ
と
専
門
性
の
高
い
論
文
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
発
表
し
た
論
考
も
書
い
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
収
録
し
な
か
っ
た
。

先
に
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
は
「
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
唯
一
か
つ
真
の
後
継
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
書
い
た
が
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ

が
ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
を
体
系
化
・
形
式
化
し
た
だ
け
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
本
文
で
詳
述
す
る
よ
う

に
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
起
点
と
し
つ
つ
も
、
言
語
学
的
に
は
〈
一
般
文
法
〉
な
い
し
〈
言
語
類
型
論
〉
に
よ

っ
て
、
記
号
論
的
に
は
〈
全
体
言
語
学
〉
に
よ
っ
て
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
大
き
く
超
え
出
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ェ
ル

ム
ス
レ
ウ
像
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
Ⅳ
の
タ
イ
ト
ル
を
「
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
、
極
北
の
言
語
学
」
と
し
た
の
は
、
第
一
に
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
が
〈
言
語
学

の
極
北
〉
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
地
平
を
孤
高
に
疾
走
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
自
身

が
北
欧
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
と
り
わ
け
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
発
信
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
言
語
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学
か
ら
は
、
同
国
の
哲
学
者
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
同
様
、〈
北
〉
の
思
想
と
で
も
言
う
べ
き
厳
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る

（
富
岡
幸
一
郎
『
北
の
思
想
─
─
一
神
教
と
日
本
人
』
書
籍
工
房
早
山
、
二
〇
一
四
年
二
月
を
参
照
）。

Ⅰ
か
ら
Ⅳ
が
理
論
篇
で
あ
り
、
三
つ
の
〈
原
点
〉
を
踏
み
固
め
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
Ⅴ　

愛
と
差
別
の
言
語
学

に
向
け
て
」
は
、
そ
れ
ら
の
理
論
の
応
用
篇
に
あ
た
り
、
ぼ
く
の
今
後
の
探
究
に
向
け
て
〈
原
点
〉
を
〈
拠
点
〉
へ
と
変
換
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

何
の
た
め
の
〈
拠
点
〉
か
と
い
え
ば
、
過
去
の
ぼ
く
は
、
も
っ
ぱ
ら
〈
愛
〉
に
関
心
を
注
い
で
い
た
が
、
現
在
の
ぼ
く
は
、
む

し
ろ
〈
差
別
〉
の
問
題
に
関
心
を
傾
け
て
い
る
。「
愛
と
差
異
に
生
き
る
わ
た
し
─
─
区
別
・
差
別
・
対
立
・
差
異
を
め
ぐ
っ
て
」

を
『
愛
の
言
語
学
』
か
ら
再
録
し
た
の
は
、
ぼ
く
の
現
在
の
問
題
意
識
に
と
っ
て
不
可
欠
な
論
考
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
考
に

お
い
て
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
援
用
し
つ
つ
も
、
言
語
学
的
に
区
別
／
差
別
／
対
立
／
差
異
を
定
義
し
え
た
こ
と
は
、
今
後
の
ぼ

く
の
仕
事
に
と
っ
て
確
か
な
〈
拠
点
〉
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
巻
末
の
「
愛
の
言
語
思
想
家
、
ザ
メ
ン
ホ
フ

─
─
言
語
差
別
を
超
え
て
」
が
こ
の
定
義
を
最
初
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
に
、
著
者
も
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

コ
ラ
ム
と
し
て
、「
現
代
言
語
論
の
名
句
」
を
本
書
の
各
所
に
散
り
ば
め
た
。
読
者
に
は
、
本
文
を
補
完
す
る
豆
知
識
と
し
て
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
ぼ
く
自
身
も
、
こ
の
小
さ
な
一
冊
に
よ
っ
て
〈
言
語
〉
と
〈
言
語
学
〉
が
─
─
さ
ら
に
は
、〈
記
号
論
〉
が
─
─

復
権
し
、
か
つ
て
の
輝
き
を
取
り
戻
せ
る
な
ど
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
人
び
と
か
ら
も
、
同
じ
よ
う
な
声
が
上
が

る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
一
つ
の
問
題
提
起
と
し
て
世
に
送
り
出
す
の
で
あ
る
。



Ⅰ　

世
界
は
言
葉
の
な
か
に
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世
界
は
言
葉
の
な
か
に—

—

言
語
と
そ
の
主
体

「
言
語
と
そ
の
主
体
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
言
葉
を
話
し
た
り
、
聴
い
た
り
、
書
い
た
り
、
読
ん
だ
り
し
ま
す
。
人
間
は
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
動
物
で
あ
る
、

と
い
う
言
い
方
が
よ
く
さ
れ
る
よ
う
に
、
言
語
こ
そ
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

そ
こ
で
ま
ず
、
人
間
の
言
葉
を
研
究
対
象
と
す
る
言
語
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
、
と
い
う
問
い
か
ら
入
り
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
学
問
の
根
底
に
は
、
人
間
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
人
間
観
が
あ
る
は
ず
で
す
。
政
治
学
で
あ
れ
ば
政
治
的

な
人
間
、
経
済
学
で
あ
れ
ば
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
―
―
人
間
と
い
う
の
は
経
済
活
動
を
行
な
う
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
だ
ろ
う

し
、
社
会
学
で
あ
れ
ば
人
間
と
は
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
わ
け
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
言
語
学
は
、
人
間
と
い
う
の
は
言
語
的
な
存
在
で
あ
る
、
言
葉
と
い
う
も
の
が
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
所ゆ

え
ん以

だ

と
考
え
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
言
語
学
と
い
う
学
問
は
、
と
り
あ
え
ず
現
実
に
存
在
し
て
い
る
多
種
多
様
な
言
語
―
―
最
新
の
研
究
成
果
で
は
世
界
に

一
〇
〇
〇
〇
近
く
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
―
―
を
研
究
対
象
に
し
て
、
音
声
や
文
法
や
意
味
な
ど
の
分
析
、
記
述
を
通
し
て
、

最
終
的
に
人
類
が
普
遍
的
に
も
っ
て
い
る
言
語
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
考
え
て
ゆ
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
言
語
を
話
す
、
あ
る
い
は
聴
く
人
間
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
学
問
は
言
語
学
の
ほ
か
に
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
主

と
し
て
哲
学
と
か
、
心
理
学
、
と
く
に
精
神
分
析
学
で
す
ね
。
人
間
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
を
考
え
る
と
き
、
言
語
と

い
う
の
は
一
つ
の
決
定
的
な
要
素
に
な
る
か
ら
で
す
。
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そ
こ
で
、
言
語
を
操
る
主
体
と
し
て
の
人
間
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
―
―
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
言
語
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
と
い
う
問
い
に
つ
な
が
る
の
で
す
が
―
―
に
つ
い
て
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
と
ル
イ
・
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ

と
い
う
二
人
の
言
語
学
者
の
理
論
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

言
語
学
と
言
語
哲
学

わ
た
し
は
「
言
語
哲
学
者
」
だ
と
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
わ
た
し
自
身
は
む
し
ろ
自
分
を
「
言
語
学
者
」
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
言
語
学
と
言
語
哲
学
は
ど
う
違
う
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

言
語
学
も
言
語
哲
学
も
、
当
然
な
が
ら
言
語
を
対
象
と
す
る
学
問
で
す
。
で
も
、
そ
う
言
う
と
き
の
「
言
語
」
と
は
何
か
、
が

問
題
な
の
で
す
。

ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
言
語
を
三
つ
に
分
け
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

一
つ
は
、
人
間
が
言
語
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、「
言
語
能
力
」
と
い
う
意
味
で
の
「
言
語
」
で
す
。
何
語
で
あ
ろ
う
と
、

あ
る
い
は
幼
児
語
で
あ
ろ
う
と
、
そ
こ
ら
へ
ん
の
女
の
子
た
ち
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
、
大
人
が
眉ま

ゆ

を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
変
な
言
葉

で
あ
ろ
う
と
（
笑
）、
す
べ
て
言
葉
は
言
語
で
す
。
そ
う
し
た
総
称
と
し
て
の
言
語
を
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
「
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
」
と

呼
ん
で
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
個
々
の
社
会
で
話
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
ね
。
日
本
語
と
か
フ
ラ
ン
ス
語
と
か
デ
ン
マ
ー
ク
語
と
い
っ
た
個
々

の
言
語
体
系
。
そ
れ
を
「
ラ
ン
グ
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
言
語
は
、
国
ご
と
に
違
う
の
で
は
な
く
、
文
化
や
民
族
ご
と
に
違

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
言
語
学
で
は
「
母
国
語
」
と
い
う
言
葉
は
使
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
「
母
語
」
で
す
。
よ
く
間
違
っ
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
。

こ
の
ラ
ン
グ
は
、「
自
然
言
語
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
言
語
と
い
う
の
は
、
そ
の
発
生
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
誰
が
い

つ
話
し
始
め
た
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か
く
、
い
つ
し
か
人
類
は
話
し
始
め
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
言
語
は
、
人
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為
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
自
然
に
で
き
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
然
言
語
と
言
い
ま
す
。

こ
の
自
然
言
語
と
対
立
す
る
も
の
は
、
人
工
言
語
で
す
ね
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
補
助
言
語
、
あ
る
い
は
数
学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
言
語
な
ど
も
一
つ
の
人
工
言
語
で
す
。

も
う
一
つ
は
、「
パ
ロ
ー
ル
」
と
言
っ
て
、
こ
れ
は
個
々
人
の
あ
る
特
定
の
状
況
に
お
け
る
発
話
の
こ
と
で
す
。
日
本
語
を
し

ゃ
べ
る
人
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
し
ゃ
べ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
個
々
人
が
そ
う
し
た
言
語
（
ラ
ン
グ
）
を
ど
の
よ
う
に
使
っ

て
い
る
の
か
は
、
人
に
よ
っ
て
も
状
況
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
う
し
た
個
々
人
の
言
語
使
用
の
こ
と
を
「
パ
ロ
ー
ル
」

と
言
い
ま
す
。

言
語
学
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
言
語
の
う
ち
、
と
り
あ
え
ず
ラ
ン
グ
の
学
問
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
現
実
に
さ
ま

ざ
ま
に
存
在
し
て
い
る
多
様
な
ラ
ン
グ
を
研
究
対
象
に
し
て
、
分
析
し
記
述
す
る
。
そ
れ
が
言
語
学
で
す
。

現
実
に
存
在
し
て
い
る
言
語
と
い
っ
て
も
、
た
い
へ
ん
な
数
で
す
。
も
ち
ろ
ん
数
え
方
に
も
よ
る
の
で
、
確
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

何
を
言
語
と
見
な
し
、
何
を
方
言
と
見
な
す
か
と
い
う
基
準
が
、
科
学
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
た
と

え
ば
、
中
国
語
を
一
つ
の
言
語
と
数
え
る
か
ど
う
か
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。
と
り
あ
え
ず
最
新
の
研
究
成
果
で

は
、
一
〇
〇
〇
〇
近
く
の
言
語
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
の
一
つ
が
母
語
で
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
は
日
本
語

で
あ
る
と
言
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

言
語
学
は
、
こ
の
母
語
の
な
か
で
、
言
語
と
は
何
か
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
外
国
語
と
い
う
か
「
異
言
語
」
の

立
場
か
ら
言
語
を
観
察
し
ま
す
。
理
論
を
も
と
に
仮
説
を
立
て
、
デ
ー
タ
の
分
析
を
し
、
検
証
し
て
ゆ
く
。
で
す
か
ら
、
言
語
学

は
哲
学
で
は
な
く
経
験
科
学
で
す
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
そ
う
し
た
研
究
の
成
果
を
通
し
て
、
人
類
が
普
遍
的
に
も
っ
て
い
る

ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
考
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
逆
に
、
言
語
哲
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
言
語
哲
学
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、philosophie�du�langage

と
言

い
ま
す
。
ラ
ン
グ
で
は
な
く
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
。
つ
ま
り
、
言
語
哲
学
は
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
の
本
質
的
な
解
明
を
め
ざ
し
ま
す
。
ラ
ン
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ガ
ー
ジ
ュ
と
は
そ
も
そ
も
何
で
あ
る
か
と
か
、
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
っ
た
、
本

質
論
で
す
。
言
語
と
意
識
・
無
意
識
の
関
係
、
言
語
と
思
考
と
の
関
係
、
そ
れ
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
経
験
科
学
で
は

な
く
、
哲
学
的
考
察
に
な
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
通
常
、
言
語
哲
学
は
ラ
ン
グ
の
多
様
性
に
は
興
味
を
示
し
ま
せ
ん
。
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
あ
っ
て
、
言

語
の
多
様
性
に
と
も
な
っ
て
文
化
も
多
様
で
あ
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
で
す
。
諸
言
語
の
記
述
や
分
析
は
行
な
わ
な

い
。言

語
哲
学
者
は
、
自
分
が
日
本
語
で
思
考
し
て
い
れ
ば
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
で
思
考
し
て
い
れ
ば
ド
イ
ツ
語
で
考
え
ま
す
。
だ

か
ら
、
認
識
論
的
に
言
え
ば
、「
異
言
語
」
の
立
場
で
は
な
く
「
母
語
」
の
立
場
に
立
つ
、
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
を
言
語
哲
学
と
い
う
か
と
言
え
ば
、
英
米
系
の
分
析
哲
学
で
す
ね
。
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
オ

ー
ス
テ
ィ
ン
、
サ
ー
ル
。
あ
る
い
は
フ
レ
ー
ゲ
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
と
い
っ
た
人
た
ち
の
研
究
は
、
言
語
哲
学
の
系
統
で
す
。

彼
ら
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
一
言
で
言
え
ば
、
論
理
学
的
な
意
味
論
で
す
。
音
声
学
や
音お

ん

韻い
ん

論
は
や
り
ま
せ
ん
。
文
の
意
味
と

か
、
語
（
単
語
）
と
そ
の
指
し
示
す
対
象
と
の
関
係
な
ど
の
研
究
を
す
る
。

た
だ
、
わ
た
し
の
恩
師
で
あ
る
丸
山
圭
三
郎
先
生
は
、
言
語
学
者
で
あ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
研
究
か
ら
入
っ
た
の
で
す
が
、
ご
自

分
の
仕
事
を
「
言
語
哲
学
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
分
析
哲
学
を
研

究
し
て
い
る
人
た
ち
か
ら
見
る
と
、
少
し
違
う
ぞ
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
丸
山
先
生
の
後
期
の
研
究
は
、
ラ
ン
グ
と

い
う
よ
り
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
の
解
明
と
い
う
点
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
言
語
哲
学
」
と
言

っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
と
、
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。

言
語
が
違
え
ば
世
界
も
違
う

こ
う
し
た
言
語
学
や
言
語
哲
学
の
周
辺
に
、
言
語
学
と
随
伴
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
学
問
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
文
化
人
類
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学
あ
る
い
は
民
族
学
で
す
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
の
言
語
学
と
文
化
人
類
学
が
も
た
ら
し
た
重
要
な
認
識
に
、
言
語
と
文
化
の
一

体
性
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
言
語
・
文
化
は
独
自
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
に
優
劣
は

な
く
対
等
で
あ
る
、
と
。

も
ち
ろ
ん
、
二
〇
世
紀
以
前
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
言
語
思
想
の
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
一
八
世
紀
の
フ
ン
ボ
ル
ト
と
か
一
九
世

紀
の
ニ
ー
チ
ェ
と
か
。
そ
の
な
か
に
す
で
に
、
言
語
は
、
あ
る
特
定
の
世
界
観
を
運
搬
し
て
い
る
も
の
な
ん
だ
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
し
た
。
言
語
が
違
え
ば
、
世
界
の
認
識
の
仕
方
、
世
界
の
表
象
の
仕
方
が
違
う
。
そ
う
い
う
考
え
方
を
、
数
多
く
の
ラ
ン

グ
を
分
析
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
推
し
進
め
、
周
辺
学
問
と
連
関
し
て
、
言
語
と
文
化
の
一
体
性
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
認
識
を

も
た
ら
し
た
。
そ
れ
が
二
〇
世
紀
の
言
語
学
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
こ
の
こ
と
は
説
明
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
数
の
認
識
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
で
は
、
単
数
と
複
数
と
い
う
文
法
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
を
曖
昧

に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
語
で
は
、
単
数
か
複
数
か
と
い
う
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
日
本
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
う
言
語
」
と
言
う
と
き
、「
言
語
」
と
い
う
日
本
語
に
複
数
形
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

は
そ
の
場
合
は
「
ラ
・
ラ
ン
グ
」
で
は
な
く
「
レ
・
ラ
ン
グ
」
と
か
な
ら
ず
複
数
形
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
日
本
語
で
は
も
の
を
認
識
す
る
と
き
に
、
そ
れ
を
単
数
か
複
数
か
意
識
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
を
区
別
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
そ
の
区
別
が
強
制
的
で
は
な
い
わ
け
で
す
。

あ
る
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
に
は
性
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
性
を
本
来

も
た
な
い
無
生
物
に
対
し
て
さ
え
、
男
性
か
女
性
か
、
も
し
く
は
中
性
か
、
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
日
本
語
で
は
、

た
と
え
ば
ネ
コ
な
ら
ネ
コ
と
し
か
言
い
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
場
合
だ
け
、
メ
ス
ネ
コ
と
か
オ
ス
ネ
コ
と
か
、
性
別
を
つ

け
加
え
る
わ
け
で
す
。
日
本
語
な
ら
「
土
曜
日
、
友
だ
ち
の
家
に
泊
ま
り
に
行
く
」
と
言
う
だ
け
で
す
み
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
語

だ
っ
た
ら
、
男
の
友
だ
ち
か
、
女
の
友
だ
ち
か
を
絶
対
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
笑
）。
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あ
る
い
は
人
称
代
名
詞
。
た
と
え
ば
英
語
な
ら
二
人
称
は
「you

」
し
か
な
い
け
れ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
「tu

」
と

「vous
」
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
れ
は
相
手
と
の
関
係
が
近
い
か
遠
い
か
、
親
し
い
か
親
し
く
な
い
か
で
使
い
分
け
ま
す
。
こ
れ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
大
き
な
違
い
を
生
み
ま
す
。
ど
ん
な
に
親
し
く
な
っ
て
も
英
語
で
は
「you

」
で
す
が
、
フ
ラ

ン
ス
語
で
は
「vous

」
か
ら
入
っ
て
「tu

」
に
転
換
す
る
瞬
間
が
あ
る
。
そ
こ
で
二
人
の
関
係
が
一
挙
に
接
近
す
る
。
こ
れ
は
、

男
女
の
関
係
で
は
け
っ
こ
う
重
要
な
瞬
間
な
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
言
語
に
よ
っ
て
認
識
の
仕
方
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
違
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
言
語
学
的
な
観
点

か
ら
言
う
と
、
言
語
と
文
化
を
一
体
の
も
の
と
考
え
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
言
語
は
あ
る
世
界
の
表
象
の
仕
方
、
固
有
の
世
界
観

を
運
搬
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
わ
け
で
す
。

人
間
は
「
意
味
と
い
う
病や

ま

い
」
を
病や

ん
で
い
る

言
語
と
い
う
の
は
、
世
界
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
仕
方
で
あ
る
。
言
語
に
よ
っ
て
世
界
は
区
分
さ
れ
る
。
こ
れ
は
も
っ
と
極
端
な

言
い
方
を
す
れ
ば
、
言
語
と
無
関
係
に
世
界
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
局
、
実
体
と
し
て
の
世
界
な
ん
か
な
い
、
と
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
そ
も
そ
も
人
間
の
外
部
に
、
客
観
的
に
世
界
や
現
実
が
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
間
は
け
っ
し
て
、
生な

ま

の
モ
ノ
、
モ
ノ
そ
の
も
の
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
も
の
に
、
意
味
づ
け
を
し
て
見
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
や
イ
ェ
ル
ム
ス
レ
ウ
と
い
っ
た
言
語
学
者
た
ち
以
外
の
思
想
家
に
も
あ
る
程
度
共
有
さ
れ

て
い
て
、
た
と
え
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
心
理
学
者
、
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
ド
ラ
ー
な
ど
は
、
や
は
り
「
人
間
は
意
味
づ
け
の
世
界

に
生
き
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
も
と
も
と
フ
ロ
イ
ト
と
共
同
研
究
を
し
て
い
て
、
彼
の
弟
子
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た

の
で
す
が
、
あ
る
と
き
か
ら
精
神
分
析
を
離
れ
、
個
人
心
理
学
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
た
。
そ
の
考
え
方
が
、
非
常
に
ソ
シ
ュ

ー
ル
に
近
い
ん
で
す
ね
。
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た
と
え
ば
、
木
そ
の
も
の
な
ど
は
な
い
。
か
な
ら
ず
そ
れ
は
、
人
間
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
木
で
あ
る
、
と
言
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、

自
然
そ
の
も
の
な
ど
認
識
で
き
な
い
。
か
な
ら
ず
人
間
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
自
然
を
見
て
い
る
、
と
。

す
べ
て
を
意
味
づ
け
し
て
見
て
い
る
。
こ
れ
は
も
は
や
、
言
語
学
の
範
囲
を
超
え
て
記
号
論
―
―
記
号
論
は
言
語
学
を
発
展
さ

せ
た
学
問
で
す
―
―
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
要
す
る
に
記
号
論
で
は
世
界
を
「
意
味
世
界
」
と
考
え
ま
す
。
世
界
と
は
つ
ね

に
す
で
に
意
味
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
っ
き
言
っ
た
、
日
本
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
、
デ
ン
マ
ー
ク
語

と
い
っ
た
ラ
ン
グ
の
レ
ヴ
ェ
ル
、
つ
ま
り
文
化
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
日
本
人
は
肩
が
凝こ

る
け
れ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
肩
が
凝
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
肩
が
凝
る
」
と
い
う
表
現
が
な

い
か
ら
で
す
（
笑
）。
も
ち
ろ
ん
「
肩
が
凝
る
」
に
似
た
状
態
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
ま
っ
た
く
な
い
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の

で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
「
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
聞
く
と
、「
背
中
が
痛
い
」「
首
が
痛
い
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
で
も

ま
ず
「
肩
」
と
は
思
っ
て
い
な
い
。「
凝
る
」
と
い
う
の
は
日
本
語
で
は
固
い
、
凝
固
す
る
と
い
う
よ
う
な
感
じ
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
は
そ
う
い
う
表
現
が
な
い
の
で
あ
れ
こ
れ
説
明
す
る
。
す
る
と
、
な
る
ほ
ど
と
理
解
は
し
て
も
ら
え
る
。

類る
い
す
い推

は
で
き
る
け
れ
ど
、
や
は
り
感
じ
方
は
違
う
の
で
す
。
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
う
言
語
の
違
い
が
、
身
体
感
覚
に
ま
で

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

も
っ
と
個
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
考
え
て
み
る
と
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
は
あ
る
一
定
の
意
味
世
界
を
生
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、
何

か
を
認
識
す
る
と
き
、
か
な
ら
ず
認
識
の
バ
イ
ア
ス
が
介
在
す
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
同
じ
出
来
事
が
起
こ
っ
て
も
、
人
に
よ
っ

て
受
け
取
る
事
実
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

た
と
え
ば
無
言
電
話
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
ど
う
把
握
す
る
か
と
い
う
の
は
、
大
袈
裟
に
言
う
と
個
人
の
世
界
観
、
意
味
づ

け
の
仕
方
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。
自
分
が
あ
る
人
に
恋
を
し
て
い
て
、
そ
の
人
か
ら
電
話
が
こ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
り
す

る
と
、
き
っ
と
そ
の
人
か
ら
だ
っ
た
ん
だ
、
し
か
し
何
か
た
め
ら
い
が
あ
っ
て
切
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
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